
Free Softwareにおける日本語入力環境の改善
―使いやすい日本語入力環境を目指して―

1 背景

近年のGnome, KDEなどの Free Softwareのデスクトップ環境の進化は目
覚しいものがあるが、日本人にとっては、現状では日本語入力のための環境

があまりにも貧弱である。変換エンジンについては、anthyや cannaなどが
存在するが、それらを使ってアプリケーションに入力をする段になると、現

状では kinput2や jmode などの XIMサーバを使うか、emacsなど特定のア
プリケーションに実装された独自の機構を使うしかない。しかし、これらの

方法は今となっては満足できる物ではなく、日本人の間でオープンソースソ

フトウェアが導入される際の大きな障壁になっている。さらに、フリーの仮

名漢字変換システムには設定や辞書のメンテナンスを行う GUIフロントエ
ンドがないため、不便なことが多く、敬遠されがちである。このような不便

さが FreeSoftware導入を敬遠させている一つの要因となっているのも事実で
ある。

2 目的

この提案では、Free Softwareの導入の負担を軽くし容易に使えるようにす
るため、新しくソフトウェアを開発し、実用レベルにまで持ってゆく事、既

存のソフトウェアのうちの幾つかを改良する事を目的とする。

3 開発の内容

3.1 多言語入力ライブラリ uim

uimは軽量な多言語入力ライブラリである。特徴は

• セキュリティに配慮し、ユーザ権限で動作する

• 動的に変換エンジンを切り替えられる
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• Schemeインタプリタを内蔵し、簡単な言語に対しては単体でインプッ
トメソッドを提供する

事である。この uim を実用的なソフトウェアとするため、Anthy 対応や
SKK実装の強化、PRIME対応の追加、移行期用の対策としてXIM用ブリッ
ジ (uim-xim)、状態表示用アプレットなどの開発を行った。

3.2 immodule for Qt

Immodule for Qtは、Qtに Gtk+2.xの immoduleに相当する機能を付与
するためのパッチである。Qtの貧弱かつ無用に複雑な XIMサポートを改良
し、Gtk+並みの機能と安定性を備えたインプットメソッドをQtに実装する
ことを目的とする。

3.3 統合辞書ツール sumika

Sumikaは、Anthyや PRIME, cannaや SKKなど、各種変換エンジンの
辞書を統一的なユーザーインターフェースで扱うことができるソフトウェア

であり、現在、多くの変換エンジンに欠けているGUIでの辞書編集機能を提
供する。

4 従来の技術との相違

4.1 多言語入力ライブラリ uim

XIM と比べ、コアライブラリ側での変換エンジンの切り替えをサポート
し、特別な苦労なしに変換エンジンを切り替えられる点で優れている。また、

Anthyや PRIMEを使用する事で、ユーザ辞書などのプライベートな情報を
他のユーザから保護した、セキュアな日本語入力環境を実現できる。

4.2 immodule for Qt

従来のQtにおけるXIMサポートと比較すると、プラグイン機構を利用し、
Qtコンパイル後にモジュールを追加できる事、使用するモジュールの動的切
り替えが簡単に可能である点などで優れている。
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4.3 統合辞書ツール sumika

各種変換エンジンの辞書を統一的なユーザーインターフェースで扱うため

の辞書ツールはこれまでに存在しない。

5 期待される効果

uimが普及し、FreeSoftwareにおける入力フレームワークのデファクトス
タンダードを獲得することができれば、数多ある FreeSoftwareの大半におい
て満足な日本語入力環境を提供できることが期待できる。

immodule for Qtは、現在Gtk+2.xに実装されている immoduleのスタイ
ルを踏襲するだけでなく、デフォルトの設定やイベントフィルタの扱いなど、

Gtk+2.xに存在するいくつかの問題点を解消することでより使いやすいもの
となっている。ユーザは、日本語入力を行うためのXIMサーバの起動や環境
変数の設定などから解放される。

統合辞書ツール sumikaは、さまざまな変換エンジンの辞書を単一のユー
ザーインターフェースで統一的に管理することを可能にするソフトウェアで

ある。ユーザは、ユーザ辞書の編集やバックアップなどをGUIで行う事が可
能になる。

6 普及の見通し

6.1 多言語入力ライブラリ uim

各種 Linux Distributionなどのデフォルトの文字入力用ソフトウェアとし
て採用され、ユーザが意識せずにいつの間にか使っている事を目指している。

現在のところMandrake Linux 10の標準の日本語入力 IMとして採用されて
いる。また、Debian GNU/Linux、Gentoo Linux、FreeBSDにもパッケージ
化されている。

6.2 immodule for Qt

開発成果が Qt4に取り入れられる事を目標とし、現在 Trolltech社と交渉
中である。取り入れられた場合、Qtを使うデスクトップ環境を使う、全世界
のユーザに普及する事になる。
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6.3 統合辞書ツール sumika

uimやAnthyの普及率が上がれば、これらのソフトウェアを補完する役割
である Sumikaも普及するはずである。全体としてより良い日本語入力環境
を提供するツールチェインを構築することで、普及を図る。
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